
【第7回北海道支部学術大会】一般演題（ポスター）採択演題一覧

発表番号 演題登録番号 演題名

P1 28 骨髄腫腎合併多発性骨髄腫患者に対する経皮吸収型ジクロフェナク製剤による疼痛管理の有効性：症例報告

P2 15 疼痛緩和不良の患者の全人的苦痛の理解にIPOSが有用であった１例

P3 30 難治性疼痛を抱えたがん癌患者の”痛み”とともに生きるプロセス

P4 17 頸椎転移との鑑別を要した終末期食道癌患者に発症したCrowned dens syndrome の1例

P5 07 口から食べたい気持ちを尊重し、チームで苦痛緩和を行った一症例

P6 25 がん薬物療法における制吐療法〜ゾルベツキシマブに対する当院の取り組み〜

P7 31 造血細胞移植後長期フォローアップ（LTFU）外来における患者支援

P8 11 菌状息肉症に対して複数部位に緩和的放射線治療を行った一例

P9 19 乳癌自壊創への放射線治療と多職種チームの支援によりQOLが改善した１例

P10 13 症状緩和目的のがん薬物療法が乳癌巨大自壊創を持つ患者のQOL改善につながった１例

P11 16 強オピオイド製剤処方患者における制吐剤の処方実態と考察

P12 09 輸液に含まれる窒素源を減らしたことで肝腎機能異常およびせん妄が改善した一例

P13 08 院内で最期を迎えた希望の埋葬先のあった身寄りない2名の事例

P14 04 解決が難しい心理的苦痛に対し、森田療法が効果的であったがん患者の一例

P15 32 認知機能低下患者への排泄後のナースコール意識付けによる転倒防止の試み

P16 23 当院におけるアピアランスケアの第一歩 〜脱毛ケア体制の構築〜

P17 20 当院におけるAYA世代がん患者支援の取り組みについて

P18 01 オピオイドおよびオクトレオチド酢酸塩における長期組成注射薬の安全性に関する検討

P19 03 訪問看護におけるリハビリテーション介入と終末期がん患者のＱＯＬの関連

P20 27 在宅緩和医療における末梢挿入型中心静脈カテーテル(PICC)留置の有用性の検討

P21 18 緩和ケアにおける地域連携について〜バックベッドの取り組み〜

P22 21 ストマ周囲に形成された潰瘍に対し、Compassion Connectを利用して対応を相談した一例

P23 10 当緩和ケア病棟における看取り看護の困難感〜意識調査から得た課題〜

P24 14 心嚢水貯留により緊急入院した患者の症状緩和と在宅療養への希望を支える看護

P25 22 がんと診断されたときから関わるために

P26 02 重度の知的障害者が住み慣れた施設で最期まで生ききった事例を振り返る

P27 05 知的障害を有する患者A氏のエンド・オブ・ライフを支援した１事例

P28 24 がん看護相談における継続的看護支援の重要性　―患者の不安軽減と意思決定支援に貢献した一事例―

P29 33 患者の尊厳を守るための意思決定支援への取り組み　〜多職種カンファで透析中止を判断した1例〜

P30 06 緩和回診の更なる活用を考える〜看護記録での情報共有を実践して〜

P31 12 最期の時を豊かにする食支援〜終末期におけるリクエスト食の意義〜

P32 26 緩和ケアチームにおける管理栄養士の役割について

P33 29 covid-19流行下における対面での面会実施に関する取り組み　〜感染対策と緩和ケアの両立〜

P34 34 神経難病に対する緩和ケア　〜身体的拘束最小化を糸口とした急性期病院での取り組み〜
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